
大船渡港多目的国際ターミナルの整備

船舶の大型化の要請及び既存の茶屋前ふ頭の老朽化に対応するた
め、多目的国際ターミナルとして永浜地区に岸壁（-13m)及び関連施
設を整備することにより、物流の効率化を図るものである。

With時：大船渡港を利用

輸送コスト７８．１億円

荷主

大船渡港

Without時：宮古港を利用

輸送コスト削減額５７．１億円

主な貨物：バイオマス燃料

陸上輸送距離：８９．３km

陸上輸送距離：０．２km

海上輸送距離：３，３９３マイル

海上輸送距離：３，３４２マイル

輸送コスト２３．９億円

輸送コスト１８．０億円

輸送コスト２０．９億円

荷主

大船渡港 宮古港


